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高浜発電所２号機 第２３回定期検査の作業工程 

  
平成１８年４月１４日から約３ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施しています。 

 
   （平成１８年６月２７日現在） 

総合負荷性能検査

（７月下旬予定）

燃料取出

平成１８年４月 平成１８年７月平成１８年６月平成１８年５月

主

要

工

程

原子炉容器組立原子炉

容器開放

原子炉冷却系統設備

小口径配管他取替工事等

１次冷却材

系統降温

起動試験

解列

（４／１４）

出力上昇試験

蒸気発生器ＥＣＴ

並列（６月３０日予定）

２次系配管点検および取替

燃料装荷

起動前弁点検

１次冷却材系統

漏えい検査

格納容器

漏えい率検査

 
※：黒塗りは実績を示す。 

 

［参 考］高経年化対策として実施する作業 

○蒸気発生器および原子炉容器の出入口管台６００系ニッケル基合金使用部位特別検査 

蒸気発生器および原子炉容器の出入口管台の金属表面に当該部位の損傷によるほう酸の付着がな

いことを目視により確認した。 

○高サイクル熱疲労割れに係る検査 

通常運転時に高低温の内部流体が合流することによる温度ゆらぎが生じ、かつ応力集中が生じる

ことにより、熱疲労割れが発生する可能性が高い部位の健全性を確認するため、余熱除去クーラ

バイパスライン接続部について、超音波探傷検査により欠陥がないことを確認した。 

○２次系配管検査 

美浜３号機配管破損事故を踏まえた「高経年化プラントへの２次系配管肉厚管理の更なる充実」

（平成１６年１１月２５日 お知らせ済）に基づく、配管の肉厚測定を実施した。 

○コンクリート構造物検査 

使用環境等によって圧縮強度の低下が生じる可能性のあるコンクリート構造物の構造健全性

を確認するため、外部遮へい壁や取水構造物等、コンクリート代表部位表面の反発硬度を計

測し、圧縮強度に急激な経年変化が生じていないことを確認した。 

○燃料取換クレーン他ロッキングカム検査 

燃料取換クレーンおよび燃料ピットクレーンにおいて、燃料をつかむフィンガはロッキングカム

により作動するが、これらの摺動部はこすれにより磨耗する可能性があるため、ロッキングカム



 

  

とフィンガの隙間計測を行い、これらの機能に係る健全性を確認した。 

○原子炉格納容器トップドーム部検査 

原子炉格納容器トップドーム部の健全性(有意な腐食の無いこと)を板厚測定により確認した。  

以 上 




